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【要旨】

本稿は、中国 広東省、韓国 京畿道に居住する朝鮮族を対象に実施した質問紙調査の結果を通
して、在外朝鮮族の（１）言語環境、（２）言語使用、（３）言語意識について分析を行なったも
のである。本稿の分析で明らかになったことは、以下の３点に要約される：

（１）言語環境

在住年数は広東省、在住予定年数は京畿道で長く、広東省在住者は帰郷志向が、京畿道在住者
は定住志向が強い。また、卒業した小・中学校は、地域を問わず、朝鮮族学校が多く、職業は、
広東省では流通業、京畿道では肉体労働に従事する人が多い。

（２）言語使用

対話者による言語使用をみると、広東省では対話者によって使用されやすい言語に差異がみら
れたのに対して、京畿道ではいずれの対話者にも韓国語の使用が総じて多い。また、テレビの視
聴については、現地語による番組の視聴が多い。

（３）言語意識

言語能力への自己評価は、広東省では（中国）朝鮮語と漢語で高く、京畿道では韓国語で高い。
また、聞いて理解するのが難しい韓国語の有無は、両地域とも「ある」との回答が多いものの、
その比率は、広東省で高く、京畿道で低い。さらに、今後重要な言語は、両地域とも韓国語を選
択する被験者が多い一方で、子供への（中国）朝鮮語教育については、両地域とも「必ず教えた
い」という被験者が多い（ただし、その比率は広東省で高い）。

１．はじめに

中国には、主たる生活言語として朝鮮語を話す人々が多く居住している。彼らは、朝鮮族と呼
ばれ、主に１９世紀末から１９４０年代までに朝鮮半島から移住した人々の末裔である。『中国２０１０年
人口普 料』（第６回人口センサス）によると、朝鮮族は中国全体で１８３万人ほどの人口を有し
ており、吉林省、遼寧省、黒龍江省を中心とする中国東北地方に居住しているが、近年、こうし
た伝統的な集居地域を離れ、中国内の他地域や、中国外へと再移住する人々が増えつつあること
が指摘されている（趙貴花（２０１６）など）。こうした人口移動を誘発した要因として、１９７８年以
降の中国の改革開放政策に伴う沿海都市の経済発展や、１９９２年の中韓国交修交による労働力需要
などをあげることができるが、人の移動は、モノや金の移動をもたらしたのみならず、言語それ
自体の存在様式にも大きな影響を与え、ひいては、民族アイデンティティの存続にも少なからぬ
影響を与えたであろうと予想される。本稿は、こうした人の移動による言語変化という側面に注
目したうえで、中国東北３省以外に居住する朝鮮族を「在外朝鮮族」と名付け、彼らの言語使用、
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意識の特徴を概観しようとするものである。具体的には、中国内における事例として広東省沿海
部の経済特区地域を、中国外における事例として韓国 京畿道安山市を取り上げ、それぞれの地
に暮らす在外朝鮮族の言語使用、意識がどのような共通性、特殊性をみせるかを分析することに
する。

２．先行研究

本章では、在外朝鮮族についての先行研究を（１）中国国内、（２）中国国外（韓国）に分け
て概観する。なお、本研究の調査地域である中国 広東省と韓国 京畿道（首都圏）に居住する朝
鮮族について言語使用という側面から分析した研究は、管見の限りほとんど存在しないので、こ
こでは中国都市部、あるいは韓国における在外朝鮮族全般を扱ったものを広範囲に取り上げるこ
とにする。

２．１．中国国内

まずは、中国国内に居住する朝鮮族について扱った論文をみる。
趙貴花（２０１６）は、北京市朝陽区望京に位置するコリアタウンの形成と、そこに集う多様な人々

の関係について記述したものである。同論考によると、望京のコリアタウンは、中国各地から移
動してきた朝鮮族と韓国、北朝鮮の人々などが共同で創り上げた多文化、多国籍コミュニティで
あり、朝鮮族、韓国、北朝鮮の人々は、この街において従来の朝鮮半島と似て非なる形で彼らの
文化を再生産しつつも、経済的に緊密な関係を結んでいるという。
南玉瓊（２０１６）は、朝鮮族の深�市（広東省）への移動とエスニック・コミュニティの形成に

ついて分析したものである。同論文では、広東省朝鮮民族連合会と世界海外韓人貿易協会（OKTA）
深�支部におけるインタビューをもとに、同地域では経済的紐帯と社会的紐帯が相互依存的に存
在していること、韓国との関係が朝鮮族コミュニティの形成に大きな役割を果たしていることな
どを明らかにしている。

２．２．韓国国内

次に、韓国国内に居住する朝鮮族について扱った論文をみる。
（２００９）は、韓国 安山市、ソウル市九老区の事例を通して、市民団体、地域住民、外

国人としての朝鮮族の間にいかなる関係が構築されているかを分析したものである。同論文では、
朝鮮族は社会階層的には下位集団に属しており、「韓民族」としての同質的アイデンティティに
包摂されることなく韓国に居住していること、また、そうであるがゆえに「中国朝鮮族」である
というアイデンティティが拡大し、コミュニティ構成に重要な役割を果たしていることを明らか
にしている。

（２０１６）は、韓国内に居住する中国朝鮮族の文化的アイデンティティ、社会的資本、少
数民族社会について分析したものである。同論文では、在韓朝鮮族のアイデンティティは、居住
年数、国籍、家族背景、年齢などによって影響を受けるとしており、中には自らを韓国人である
と認識する者もいるという。

以上、在外朝鮮族に関する論考を概観したが、既存の研究をみると、いずれもコミュニティや
経済、アイデンティティといった側面から分析したものが多く、言語使用や意識に踏み込んで分
析した研究はほとんど存在していないといってよい。こうした状況をふまえ、本稿では、在外朝

―１１―



鮮族に対し新たな知見を示すべく、調査、分析を行なうことにしたい。

３．分析、調査の枠組み

３．１．分析の枠組み

本稿では、具体的言語や変種については、便宜上、以下のような名称を用いて区別することに
する：

（１）（中国）朝鮮語…中国で朝鮮族により使用されている（朝鮮語の）言語変種の総称。
吉林省においては主に東北（咸鏡道）方言を、遼寧省においては、主

に西北（平安道）方言を基層とする。
（２）韓国語…韓国において使用されている（朝鮮語の）言語変種の総称。本稿では、主にソウ

ルにおいて使用されている変種を指す。
（３）漢語…中国における公用語。漢族の言語。中国語とも称される。
（４）混合語…（中国）朝鮮語と漢語によるコード・スイッチング（code―switching）、あるい

はコード・ミキシング（code―mixing）を伴う言語（使用形態）。

３．２．分析の枠組み

本稿では、中国 広東省および、韓国 京畿道安山市１に居住する朝鮮族に対して実施した言語
使用、意識に関する質問紙調査の結果と、調査協力機関の職員に対して実施したインタビューの
結果を分析する。本調査の概要、および被験者の属性、調査地域の地図は、以下のとおりである：

１ 『中国２０１０年人口普 料』によれば、中国 広東省の朝鮮族人口は１８，５８８人で、１９８２年の１５４人から１２０
倍もの増加をみている。また、京畿道安山市は、ソウル市の南西約３０キロに位置する工業都市で、
（２０１７）によると、２０１７年７月末時点における朝鮮族の人口は４４，２８８人である（なお、同市による分類で
は、朝鮮族は「韓国系中国人」（ ）と称される）。

【表１】調査の概要２３

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市
調査協力機関 広東省朝鮮民族連合会 安山市多文化支援本部
調査時期 ２０１７年６～７月 ２０１６年８～９月
調査人数 ７５人 ８３人

被
験
者
の
属
性

２０代
男性 ３人

９人
２人

８人
女性 ６人 ６人

３０代
男性 ７人

１６人
６人

２５人
女性 ９人 １９人

４０代
男性 ６人

２２人
１３人

３０人
女性 １６人 １７人

５０代
男性 ５人

１５人
６人

１５人
女性 １０人 ９人

６０代
男性 ４人

１３人
５人

５人
女性 ９人 ０人

―１２―



２ 広東省調査の被験者のより詳細な居住地域は、以下のとおりである（調査票により把握できた範囲で示
す。（数字）は人数を表す）：
深�市 宝安区（２３）、深�市 竜崗区（９）、東莞市（１６）（長安鎮（９）を含む）
深�市 南山区（７）、恵州市 恵城区（５）、広州市 白雲区（４）、その他（１１）

３ 広東省調査、および安山市調査の被験者の中国内における出身地は、以下のとおりである（（数字）は
人数を表す）：
［広東省調査］
黒龍江省 哈爾浜市（５３）（五常市（２０）、尚志市（１２）、阿城区（６）を含む）
黒龍江省 鶏西市（１３）、遼寧省 大連市（４）、吉林省 延吉市（２）、その他（３）
［安山市調査］
遼寧省 瀋陽市（１２）、黒龍江省 哈爾浜市（９）（五常市（２）を含む）、吉林省 延吉市（７）
吉林省 吉林市（７）、吉林省 和龍市（３）、吉林省 蛟河市（３）、吉林省 梅河口市（２）
吉林省 長春市（２）、吉林省 舒蘭市（２）、吉林省 龍井市（２）、黒龍江省 牡丹江市（２）
遼寧省 撫順市（２）、山東省 青島市（２）
その他（１２）、吉林省（３）、遼寧省（３）、黒龍江省（２）［省名のみは原文ママ］、未回答（８）

【図１】中国 広東省の地図（http : //map.baidu.com/により作成）

【図２】韓国 京畿道安山市の地図（http : //map.naver.com/により作成）
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【表２】平均在住年数、平均在住予定年数

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

在住年数 在住予定年数 在住年数 在住予定年数

２０代 ２．４年 ２１．７年 ３．８年 １８．７年

３０代 ９．６年 ２０．６年 ６．８年 ３４．６年

４０代 １５．３年 １６．９年 ９．９年 ３０．２年

５０代 １６．７年 １４．０年 ７．１年 ２１．７年

６０代 ２３．８年 ８．１年 １２．７年 ２．００年

平均 １４．３年 １６．１年 ７．９年 ２８．９年

表をみてわかるとおり、本調査では、両地点とも、２０代から６０代の男女を対象に調査を実施し
ているが、諸般の事情により男女の比率が世代ごとに均質ではないので、本稿の分析においては、
主に調査地点による比較を中心にすることとし、必要に応じて世代による比較も取り入れること
にする。

４．分析

本章では、質問紙調査の結果を分析する。具体的には、分析の前提となる（１）言語環境につ
いて概観したあと、（２）言語使用、（３）言語意識について分析を行なう。

４．１．言語環境

まずは、言語環境についてみてみよう。具体的には、在住年数や教育歴、職業についてみるこ
とにする。
まず、在住年数と在住予定年数を尋ねた結果をみてみよう：

表をみると、まず在住年数については、２０代を除き広東省の方が長いことがわかる。これは、
広東省への移住が京畿道を初めとする韓国内への移住に比べ、比較的早い時期から始まっていた
ことを反映した結果とみてよいだろう。しかし、その一方で、在住予定年数についてみると、３０
代、４０代、５０代においては、京畿道の方で広東省より圧倒的に長い年数を示していることがわか
る。これは、広東省在住の朝鮮族は、老後の比較的早い時期に自らの出身地（あるいは他の地域）
への移住を計画する人が多いのに比べ、京畿道在住の朝鮮族は、定住志向が強く、帰郷や帰国へ
の意志が相対的に弱いことを意味するものである４。
また、自身が通っていた小学校、中学校が、それぞれ朝鮮族学校、漢族学校のいずれであった

かを尋ねた結果は以下の通りである５：

４ （２０１７）によると、２０１７年７月末時点における朝鮮族人（４４，２８８人）のうち、登録外国人の内訳
は、訪問就業（１６，８６５人）、永住（５，４７１人）、訪問同居（１，６７１人）、結婚移民者（１，２８３人）となっている。
５ 「朝鮮族学校」、「漢族学校」という名称は、朝鮮族の間でよく用いられる名称を便宜的に使用している
ものであり、必ずしも中国の学校教育における正式名称を指すものではない。前者においては（主に朝鮮
族に対して）（中国）朝鮮語による教育が、後者においては（漢族、あるいはその他の民族に対して）漢
語による教育が実施されている。なお、以降に示す表において、選択した被験者が１人もいなかった項目
については、空欄により示すことにする。
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【表４】職業

警備 観光 教育 農漁業 工事建設 貿易 飲食 製造工場 販売 その他

中
国

広
東
省

２０代 １（１１．１％） １（１１．１％） ４（４４．４％） ３（３３．３％）

３０代 １（６．３％） ２（１２．５％） ８（５０．０％） １（６．３％） ４（２５．０％）

４０代 １（４．５％） １（４．５％） １１（５０．０％） ２（９．１％） １（４．５％） ５（２２．７％） １（４．５％）

５０代 ６（４０．０％） １（６．７％） ４（２６．７％） ３（２０．０％） １（６．７％）

６０代 ６（４６．２％） ６（４６．２％） １（７．７％）

計 １２（１６．０％） ２（２．７％） ４（５．３％） ２（２．７％）２７（３６．０％） ２（２．７％） ８（１０．７％）１６（２１．３％） ２（２．７％）

韓
国

京
畿
道
安
山
市

２０代 １（１２．５％） ２（２５．０％） １（１２．５％） ３（３７．５％） １（１２．５％）

３０代 ２（８．０％） ４（１６．０％） １（４．０％） ４（１６．０％） ８（３２．０％） ６（２４．０％）

４０代 ４（１３．３％） ６（２０．０％） ２（６．７％）１５（５０．０％） ３（１０．０％）

５０代 １（６．７％） ３（２０．０％） ５（３３．３％） ６（４０．０％）

６０代 ２（４０．０％） ２（４０．０％） １（２０．０％）

計 ３（３．６％）１０（１２．０％） １（１．２％）１１（１３．３％） １２（１４．５％）３４（４１．０％） １（１．２％）１０（１２．０％）

表をみると、いずれの地域も概ね（年齢が高くなるほど）朝鮮族学校に通っていた人が多いこ
とがわかる（ただし、両地域を比較してみると、京畿道在住者は、広東省在住者に比べ、漢族学
校の卒業生の比率がやや高い）。朝鮮族学校では、１９９０年代まで日本語教育が積極的に行なわれ
ていたことを考えると、３０代以上の在外朝鮮族の多くは、（中国）朝鮮語や韓国語に加え、漢語、
日本語といった言語を解するであろうことが予想される６。
さらに現在の居住地でどのような職業に従事しているかを問うた結果は、以下の通りである：

表をみると、広東省では貿易や販売、京畿道では製造工場や飲食、工場建設に従事している人
が多いことがわかる。調査協力機関の職員へのインタビューでは、広東省在住者は韓国企業や日
本企業での通訳・翻訳に従事している人が多いこと、京畿道在住者はいわゆる肉体労働に従事し
ている人が多いという情報が得られており、上記の結果もこのような現状を反映したものとみる
ことができる。

６ 花井みわ（２０１１）によると、１９８０年代の延辺朝鮮族自治州内の中学校における外国語教育は、英語が０％
で、日本語が１００％であったが、２０００年以降になると日本語教育の比率は３５％になり、２０１０年台になると、
ほぼ英語中心の教育に変わったという。

【表３】通っていた小学校、中学校

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

小学校 中学校 小学校 中学校

朝鮮族学校 漢族学校 朝鮮族学校 漢族学校 朝鮮族学校 漢族学校 朝鮮族学校 漢族学校

２０代 ６（６６．７％）３（３３．３％）４（４４．４％）５（５５．６％）４（５０．０％）４（５０．０％）３（３７．５％）５（６２．５％）

３０代 １３（８１．３％）３（１８．８％）１２（７５．０％）４（２５．０％）１６（６４．０％）９（３６．０％）１８（７２．０％）７（２８．０％）

４０代 ２１（９５．５％）１（４．５％）１９（８６．４％）３（１３．６％）１６（５３．３％）１４（４６．７％）１７（５６．７％）１３（４３．３％）

５０代 １４（９３．３％）１（６．７％）１４（９３．３％）１（６．７％）１２（８０．０％）３（２０．０％）１１（７３．３％）４（２６．７％）

６０代 １３（１００％） １３（１００％） ５（１００％） ５（１００％）

計 ６７（８９．３％）８（１０．７％）６２（８２．７％）１３（１７．３％）５３（６３．９％）３０（３６．１％）５４（６５．１％）２９（３４．９％）
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【表５】対話者による言語使用（比率）

中国 広東省

上司 同僚
朝鮮族の友人
（同郷）

朝鮮族の友人
（非同郷）

韓国人

朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓

２０代 １３．３ ６８．９ １７．８ ２６．７ ６７．８ ５．６ ６０．０ ３４．４ ５．６ ３１．１ ６２．２ ６．７ ３６．７ ３．３ ６０．０

３０代 ２３．３ ５８．７ １８．０ ３８．８ ５５．６ ５．６ ５７．５ ４０．６ １．９ ３３．８ ５９．４ ６．９ ３７．５ ５．０ ５７．５

４０代 ２５．２ ６５．２ ９．５ ４４．８ ５１．０ ４．３ ６１．０ ３３．８ ５．２ ３２．９ ６３．３ ３．８ ２４．８ １．９ ７３．３

５０代 ４０．０ ５０．０ １０．０ ４７．３ ４３．３ ９．３ ６５．３ ３２．７ ２．０ ４１．３ ５４．０ ４．７ ２９．３ ０．０ ７０．７

６０代 ４７．５ ５１．７ ０．８ ６７．７ ３０．０ ２．３ ７５．４ ２３．１ １．５ ５８．５ ３９．２ ２．３ ３７．７ ０．０ ６２．３

全体 ２９．９ ５８．９ １１．２ ４５．０ ４９．５ ５．４ ６３．８ ３２．９ ３．２ ３９．５ ５５．６ ４．９ ３３．２ ２．０ ６４．８

韓国 京畿道

上司 同僚
朝鮮族の友人
（同郷）

朝鮮族の友人
（非同郷）

韓国人

朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓 朝 漢 韓

２０代 ２０．０ ８．８ ７１．３ ２６．３ ２５．６ ４８．１ ３５．０ ４６．７ １８．３ ３０．０ ５３．０ １７．０ ２１．４ ０．０ ７８．６

３０代 １０．６ １０．６ ７８．８ ９．５ １６．２ ７４．３ ３９．４ ２２．９ ３７．７ ２５．６ ３０．３ ４４．２ １４．２ ０．０ ８５．８

４０代 ９．６ ３．６ ８６．８ １０．４ １４．４ ７５．２ ２０．５ ３０．０ ４９．５ １６．５ ３２．０ ５１．５ １２．３ ０．０ ８７．７

５０代 ２３．１ ０．２ ７６．７ １７．６ １３．６ ６８．９ ２４．２ １５．８ ６０．０ ３１．１ １７．４ ５１．４ １１．６ ０．０ ８８．４

６０代 ３３．８ ８．８ ５７．５ ４５．０ １１．７ ４３．３ ４５．０ １１．７ ４３．３ ４５．０ １１．７ ４３．３ ８３．３ ０．０ １６．７

全体 １４．５ ６．１ ７９．４ １４．８ １６．１ ６９．１ ３０．１ ２６．２ ４３．７ ２４．４ ３０．３ ４５．３ １６．９ ０．０ ８３．１

４．２．言語使用

次に言語使用についてみてみよう。具体的には、対話者による言語使用や、テレビの視聴状況
についてみる。
まず、居住地において、対話者（上司、同僚、朝鮮族の友人（同郷／非同郷）、韓国人）ごと

にいかなる言語を使用しているかを「（中国）朝鮮語」、「漢語」、「韓国語」に分けて問うた結果
をみてみよう：

まず、上司に対する言語使用をみると、広東省ではいずれの世代においても漢語、京畿道では
韓国語の使用が多いことがわかる。これらは、いずれも当該地域における優勢言語（変種）と一
致するため、対話者の言語（変種）に合わせて言語を使用していることを表すものであると考え
られる。
次に、同僚に対する言語使用をみると、広東省では４０代までの世代においては漢語が、５０代以

上においては（中国）朝鮮語が多く、世代差が認められる。その一方で、京畿道においては、上
司への使用率よりは劣るものの、やはり韓国語の使用が多いことがわかる７。
また、朝鮮族の友人（同郷）に対する言語使用をみると、広東省では（中国）朝鮮語の使用率

が高い一方で、京畿道では相対的に（中国）朝鮮語の使用率が低く、それに代わって特に韓国語
の使用率が高くなっていることがわかる。このことは、同じ在外朝鮮族であっても韓国語が優勢
な環境においては、自らが言語形成期に獲得した変種よりも韓国語によるコミュニケーションが

７ ただし、韓国語の使用率が朝鮮族の同僚と韓国人でどのように変わるかについては、追って、より詳細
な分析を行わなければならない。
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【表６】言語別のテレビ放送視聴程度８

中国 広東省

漢語テレビ 韓国語テレビ

とても よく 時々 ほとんど とても よく 時々 ほとんど

２０代 ６（６６．７％） ３（３３．３％） ３（３３．３％） ５（５５．６％） １（１１．１％）

３０代 １４（８７．５％） ２（１２．５％） ３（１８．８％） ８（５０．０％） ５（３１．３％）

４０代 １６（７２．７％） ５（２２．７％） １（４．５％） １０（４５．５％） ９（４０．９％） ３（１３．６％）

５０代 ５（３３．３％） ７（４６．７％） ３（２０．０％） ３（２０．０％） ８（５３．３％） ３（２０．０％） １（６．７％）

６０代 ８（６１．５％） ３（２３．１％） ２（１５．４％） ２（１５．４％） ６（４６．２％） ５（３８．５％）

計 ４９（６５．３％）２０（２６．７％） ６（８．０％） ５（６．７％）３０（４０．０％）３０（４０．０％）１０（１３．３％）

韓国 京畿道

漢語テレビ 韓国語テレビ

とても よく 時々 ほとんど とても よく 時々 ほとんど

２０代 １（１２．５％） １（１２．５％） １（１２．５％） ５（６２．５％） ６（７５．０％） ２（２５．０％）

３０代 ７（２８．０％） ２（８．０％） ４（１６．０％）１２（４８．０％）１９（７６．０％） ５（２０．０％） １（４．０％）

４０代 １（３．３％） ３（１０．０％）１２（４０．０％）１４（４６．７％）２８（９３．３％） ２（６．７％）

５０代 ３（２０．０％） ３（２０．０％） ９（６０．０％）１１（７３．３％） ２（１３．３％） ２（１３．３％）

６０代 ５（１００％） ３（６０．０％） ２（４０．０％）

計 ９（１０．８％） ９（１０．８％）２５（３０．１％）４０（４８．２％）６７（８０．７％）１３（１５．７％） １（１．２％） ２（２．４％）

選好されるという、注目すべき結果を示したものといえよう。
さらに、朝鮮族の友人（非同郷）に対する言語使用をみると、広東省では５０代以下の世代で漢

語の使用率が高いことがわかる。これは、同じ（中国）朝鮮語であっても、例えば、吉林省（延
辺）出身の話者と、黒龍江省出身の話者では、その変種的乖離が大きく、コミュニケーションに
支障があると判断され、共通して理解する変種である漢語にシフトするためと思われる。また、
京畿道でも同じようなシフトが起こるようではあるが、その際に選択される言語（変種）が漢語
より韓国語の方が優勢であるという点で異なる。つまり、非同郷の朝鮮族との対話においては、
共通に理解する変種としての当該地域の優勢言語（変種）が選好されるということがわかる。
最後に、韓国人に対する言語使用をみると、いずれの地域、世代においても韓国語の使用率が

高いということがわかる。
以上、対話者による言語使用の差異の分析から、在外朝鮮族は、漢語はもちろん、（中国）朝

鮮語と韓国語を異なる言語変種として受け入れており、広東省では対話者によって使用されやす
い言語に顕著な差異がみられるのに対して、京畿道ではいずれの対話者にも韓国語の使用が総じ
て多いという対照的な傾向が確認された。
続いて、漢語によるテレビ放送、韓国語によるテレビ放送の視聴程度を「とてもよく見る」、「よ

く見る」、「時々見る」、「ほとんど見ない」に分けて問うた結果をみてみよう：

８ 調査においては、各選択肢に以下のような目安を提示している：
「とてもよく見る」…９０分以上 「よく見る」…６０分以上８９分未満
「時々見る」…１０分以上５９分未満 「ほとんど見ない」…９分未満

―１７―



【表７】言語能力への自己評価

中国 広東省

朝鮮語 漢語 韓国語

とても よく 少し 全く とても よく 少し 全く とても よく 少し 全く

２０代 ８（８８．９％）１（１１．１％） ９（１００％） ２（２２．２％）４（４４．４％）３（３３．３％）

３０代 １１（６８．８％）４（２５．０％）１（６．３％） １３（８１．３％）３（１８．８％） ２（１２．５％）９（５６．３％）５（３１．３％）

４０代 ２２（１００％） ２１（９５．５％）１（４．５％） ４（１８．２％）１４（６３．６％）４（１８．２％）

５０代 １４（９３．３％）１（６．７％） １２（８０．０％）３（２０．０％） １２（８０．０％）３（２０．０％）

６０代 １３（１００％） ９（６９．２％）２（１５．４％）２（１５．４％） １（７．７％）８（６１．５％）４（３０．８％）

計 ６８（９０．７％）６（８．０％）１（１．３％） ６４（８５．３％）９（１２．０％）２（２．７％） ９（１２．０％）４７（６２．７％）１９（２５．３％）

表をみると、漢語テレビは、広東省では「とてもよく見る」あるいは「よく見る」を選ぶ被験
者が多く、京畿道では特に２０代、５０代を筆頭に全ての世代で「ほとんど見ない」を選ぶ被験者が
多いことがわかる。また、韓国語テレビは、広東省では「時々見る」、「よく見る」を選ぶ被験者
が多く９、京畿道では「とてもよく見る」を選ぶ被験者が多いことがわかる。つまり、居住地域
で接しやすいテレビの視聴が多くなるという傾向があることがわかる。

４．３．言語意識

続いて、言語意識についてみてみよう。具体的には、言語能力への自己評価、聞いて理解する
のが難しい韓国語、第一言語だと思う言語、今後重要な言葉、子供への（中国）朝鮮語教育に関
する質問への回答を分析する。
まずは、（中国）朝鮮語、韓国語、漢語能力への自己評価を「とてもよくできる」、「よくでき

る」、「少しできる」、「全くできない」により問うた結果をみてみよう１０。

９ （２０１２）では、東北３省、および山東省 青島市に住む朝鮮族、計７５９名（２０代前後～６１歳以
上に分布）の言語使用実態を調査しているが、これによると、吉林省では７３．０％、遼寧省では８０．１％、黒
龍江省では６７．６％、青島市では７２．２％の被験者が１日に１時間以上、韓国のテレビを視聴しているという
（本調査では「よく見る」、「とてもよく見る」に相当）。このような結果をふまえると、広東省在住の朝
鮮族のテレビ視聴状況は、上記の地域とは、大きく異なる傾向を示しているといえる（なお、�木丈也
（２０１６，２０１７）でも朝鮮族４、５世を対象にテレビの視聴時間を調査しており、ここでも韓国テレビの視
聴時間の多さが指摘されている）。

１０ 本項目は、本来「話す、聞く、書く、読む」という技能別に質問項目を設定して回答を得たものであっ
たが、広東省の被験者の回答においては、４技能における顕著な差がみられなかった。そこで、本稿では
４技能の平均値により算出し、比較することにする。なお、本稿では性差に関しては、立ち入った分析を
行なっていないが、吉林省 延吉市と遼寧省 大連市の朝鮮族学校の学生１，００７名に対するアンケート調査
を分析した新井保裕・生越直樹・孫蓮花・李東哲（２０１７）では、両地域共に女性はソウルのことばを志向
し、男性は漢語（中国語）を志向するという共通性が存在するとしている（ただし、その程度は地域によ
って異なるとの指摘もしている）。
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韓国 京畿道

朝鮮語 漢語 韓国語

とても よく 少し 全く とても よく 少し 全く とても よく 少し 全く

２０代 ３（３７．５％）１（１２．５％）２（２５．０％）２（２５．０％） ２（２５．０％）１（１２．５％）５（６２．５％） ３（３７．５％）４（５０．０％）１（１２．５％）

３０代 ８（３２．０％）１２（４８．０％）５（２０．０％） ５（２０．０％）１５（６０．０％）５（２０．０％） ５（２０．０％）１８（７２．０％）２（８．０％）

４０代 １５（５０．０％）１３（４３．３％）２（６．７％） １２（４０．０％）１４（４６．７％）４（１３．３％） １０（３３．３％）１８（６０．０％）２（６．７％）

５０代 ２（１３．３％）１３（８６．７％） １（６．７％）１４（９３．３％） １（６．７％）９（６０．０％）５（３３．３％）

６０代 ２（４０．０％）３（６０．０％） ５（１００％） ３（６０．０％）２（４０．０％）

計 ３０（３６．１％）４２（５０．６％）９（１０．８％）２（２．４％）２０（２４．１％）４９（５９．０％）１４（１６．９％） １９（２２．９％）５２（６２．７％）１２（１４．５％）

【表８】聞いて理解するのが難しい韓国語

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

ある ない ある ない

２０代 ８（８８．９％） １（１１．１％） ４（５０．０％） ４（５０．０％）

３０代 １５（９３．８％） １（６．３％） １３（５２．０％） １２（４８．０％）

４０代 １８（８１．８％） ４（１８．２％） １７（５６．７％） １３（４３．３％）

５０代 １２（８０．０％） ３（２０．０％） ９（６０．０％） ６（４０．０％）

６０代 １１（８４．６％） ２（１５．４％） １（２０．０％） ４（８０．０％）

計 ６４（８５．３％） １１（１４．７％） ４４（５３．０％） ３９（４７．０％）

地域ごとに表をみてみると、広東省では、（中国）朝鮮語と漢語は「とてもよくできる」を選
んだ被験者が、どの世代でも圧倒的に多いのに対して、韓国語は「とてもよくできる」を選ぶ被
験者が少なく、「よくできる」、あるいは「少しできる」を選択する被験者が相対的に多いことが
わかる。また、京畿道では、（中国）朝鮮語、漢語に対する自己評価は広東省より低く、一方で
韓国語に対する自己評価は相対的に高いことがわかる。
また、聞いて理解するのが難しい韓国語があるかを尋ねた結果は以下のようであった：

表をみると、広東省においても京畿道においても、聞いて理解するのが難しい韓国語が「ある」
と答えた被験者が総じて多かったが、その比率は、広東省で高く、京畿道で低いという結果にな
った。これは、韓国語との接触頻度の違いを反映したものであると考えてよいだろう。
次に、第一言語だと思う言語は何であるかを問うた結果をみてみよう：

【表９】第一言語だと思う言語

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

朝鮮語 漢語 韓国語 朝鮮語 漢語 韓国語

２０代 １（１１．１％） ８（８８．９％） ４（５０．０％） ４（５０．０％）

３０代 ４（２５．０％） １２（７５．０％） ７（２８．０％） ９（３６．０％） ９（３６．０％）

４０代 ８（３６．４％） １４（６３．６％） ９（３０．０％） ８（２６．７％） １３（４３．３％）

５０代 １４（９３．３％） １（６．７％） ９（６０．０％） ２（１３．３％） ４（２６．７％）

６０代 １２（９２．３％） １（７．７％） １（２０．０％） ４（８０．０％）

計 ３９（５２．０％） ３６（４８．０％） ３０（３６．１％） ２３（２７．７％） ３０（３６．１％）
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【表１０】今後重要な言葉

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

朝鮮語 漢語 韓国語 なし 朝鮮語 漢語 韓国語 なし

２０代 １（１１．１％） ２（２２．２％） ６（６６．７％） １（１２．５％） １（１２．５％） ６（７５．０％）

３０代 ３（１８．８％）１３（８１．３％） １（４．０％） ４（１６．０％）１８（７２．０％） ２（８．０％）

４０代 ４（１８．２％）１７（７７．３％） １（４．５％） ３（１０．０％）２３（７６．７％） ４（１３．３％）

５０代 ５（３３．３％）１０（６６．７％） １（６．７％） １０（６６．７％） ４（２６．７％）

６０代 ２（１５．４％） ９（６９．２％） ２（１５．４％） １（２０．０％） ３（６０．０％） １（２０．０％）

計 １（１．３％）１６（２１．３％）５５（７３．３％） ３（４．０％） ３（３．６％） ９（１０．８％）６０（７２．３％）１１（１３．３％）

表をみると、広東省では、４０代以下は「漢語」を選ぶ人が多く、５０代以上は「（中国）朝鮮語」
を選ぶ人が多い人が多いことがわかる。これは、若年層にあっては、漢語が優勢のバイリンガル
が増えていることを意味するものである。また、京畿道では、広東省のようにはっきりとした傾
向をみせてはいないが、（広東省にはみられない）「韓国語」を第一言語であると認識している被
験者が一定数存在していることは、注目に値するだろう。本来、言語形成期に獲得した変種では
ないにも関わらず、生活の中でそれを自己の言語として受け入れ、使っているという事実は、彼
らの言語適応への柔軟性を示しているといってよいだろう。
また、今後重要な言語に対する意識は以下のとおりであった：

表をみると、広東省でも京畿道でも「韓国語」を選んだ被験者が多かった。これは、現在の自
己の言語使用、言語能力はさておき、今後、韓国語を媒介として韓国人、韓国社会との関係がよ
り密接になっていくと考えている被験者が多いということを意味するものであろうが、一方でい
ずれの地域においても「（中国）朝鮮語」を選んだ被験者が極めて少なかったという点も注目さ
れる。これは「韓国語」を学ぶことで中国朝鮮族としてのアイデンティティが継承可能であると
考えている人々が多いことを表している可能性もあり、今後の（中国）朝鮮語の存続における１
つの方向性ともなりえるものである。
最後に子供への（中国）朝鮮語教育について「必ず教えたい」、「できれば教えたい」、「本人が

望めば教えたい」、「あまり教えたくない」、「全く教えたくない」、「わからない」という６項目（選
択式）により問うた結果をみてみよう１１：

１１ 質問項目の設定においては、 （２０１３）を参考にしている。

【表１１】子供への（中国）朝鮮語教育

中国・広東省 韓国・京畿道 安山市

必ず できれば 必ず できれば 望めば あまり 全く わからない

２０代 ７（７７．８％） ２（２２．２％） １（１２．５％） １（１２．５％） ３（３７．５％） １（１２．５％） ２（２５．０％）

３０代 １２（７５．０％） ４（２５．０％）１２（４８．０％） ２（８．０％） ４（１６．０％） １（４．０％） ４（１６．０％） ２（８．０％）

４０代 １９（８６．４％） ３（１３．６％） ９（３０．０％） ６（２０．０％） ３（１０．０％） ３（１０．０％） ３（１０．０％） ６（２０．０％）

５０代 １３（８６．７％） ２（１３．３％） ４（２６．７％） ４（２６．７％） ３（２０．０％） ３（２０．０％） １（６．７％）

６０代 １２（９２．３％） １（７．７％） ３（６０．０％） １（２０．０％） １（２０．０％）

計 ６３（８４．０％）１２（１６．０％）２８（３３．７％）１３（１５．７％）１２（１４．５％）１０（１２．０％） ８（９．６％）１２（１４．５％）
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表をみると、広東省では「必ず教えたい」、「できれば教えたい」を選択した被験者のみが確認
され、いずれの世代においても「必ず教えたい」が７割を超えていることから、民族語（変種）
の継承に対する意欲が極めて高いといえる。一方で、京畿道では、全体としては「必ず教えたい」
が多いものの、その比率は３割強と広東省よりは圧倒的に低く、「あまり教えたくない」、「全く
教えたくない」といった継承に消極的な回答をする被験者も相対的に多くなっている。このよう
な差をみせるのは、【表２】でみたように広東省在住の朝鮮族は、いずれ出身地に戻ろうと考え
ている人が多いのに対し、京畿道在住の朝鮮族は、帰国を考えている人が少なく、定住志向が強
いといったこととも関係がありそうである。

５．結論

本稿では、中国 広東省、韓国 京畿道に居住する朝鮮族を対象に実施した質問紙調査の結果を
通して、在外朝鮮族の言語環境、言語使用、言語意識について分析を行なった。本稿において明
らかになった点は、主に以下の３点に要約される：

（１）言語環境

在住年数は広東省、在住予定年数は京畿道で長く、広東省在住者は帰郷志向が、京畿道在住者
は定住志向が強い。また、卒業した小・中学校は、地域を問わず、朝鮮族学校が多く、職業は、
広東省では流通業、京畿道では肉体労働に従事する人が多い。

（２）言語使用

対話者による言語使用をみると、広東省では対話者によって使用されやすい言語に差異がみら
れたのに対して、京畿道ではいずれの対話者にも韓国語の使用が総じて多い。また、テレビの視
聴については、現地語による番組の視聴が多い。

（３）言語意識

言語能力への自己評価は、広東省では（中国）朝鮮語と漢語で高く、京畿道では韓国語で高い。
また、聞いて理解するのが難しい韓国語の有無は、両地域とも「ある」との回答が多いものの、
その比率は、広東省で高く、京畿道で低い。さらに、今後重要な言語は、両地域とも韓国語を選
択する被験者が多い一方で、子供への（中国）朝鮮語教育については、両地域とも「必ず教えた
い」という被験者が多い（ただし、その比率は広東省で高い）。

本稿は、これまで多く調査されてこなかった在外朝鮮族の言語状況について解明したという点
においては、新たな知見を含むものであるということができる。しかし、その一方で、本稿の分
析は、質問紙調査のデータ分析（現状把握）のみに留まったため、上述のような結果をもたらす
背景や要因、さらにはそれらが彼らのアイデンティティの形成や、地域社会との関わり方に及ぼ
す影響については、十分な分析が行なえなかった。今後は、各被験者に対するインタビュー調査
なども実施をしながら、さらなる分析を続けていきたい。
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